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出典（内閣府：令和6年版防災白書）  
https://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/r6.html  



2004.10.23　新潟県中越地震  

20年前の  

災害時の保健活動  

に学ぶ



2004年10月23日 17時56分 
新潟県中越地震 発生  

•最大震度７ （マグニチュード6.8）※震度計による震度7の観測は国内初

•死者・行方不明者68名（災害関連死52名） 負傷者4,805名 

•被害家屋10万棟以上（全壊3,175棟、半壊13,810棟）

•崩落斜面3,700箇所 以上、損壊道路6,000箇所 以上 

•孤立地域（集落の孤立 ）、避難者が発生 

•住宅、ライフライン、交通機関、農地等に多大な被害発生 

•避難生活の長期化 による災害関連死  

•過疎化と高齢化

出典（NHK防災：新潟県中越地震から18年 ４つの教訓をいまに伝える）  
https://www.nhk.or.jp/bousai/articles/21610/#mokuji02  



2004年11月1日～ 旧川口町（震度7 震央地） 
岩手県保健師チーム第1班として派遣

出典（NHK防災：新潟県中越地震から18年 ４つの教訓をいまに伝える） https://www.nhk.or.jp/bousai/articles/21610/#mokuji02  

◆川口町保健医療対策 本部 
　兼2次避難所 「末広荘」  

（撮影：佐々木）  

※2004年当時の  
新潟県市町村  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◆岩手県第１班の 基地【２次避難所内】
・ノートPC（個人）& 無線通信システム  
（AIR-EDGE）を持ち込んだのは私だけ･･･

※チームと言いつつ、  
　一人体制 (班長兼班員) で保健活動･･  

※自撮り 

川口町保健医療対策本部  
（撮影：佐々木）  



本
部  

限られる情報  

　･･訪問して初めてわかる  

木沢小学校 （1次避難所）

（撮影：佐々木）  

（撮影：佐々木）  

※地域住民自ら重機で復旧  
　（被災4日目）  

※126名が共同生活  

被災しても「自宅」がいい  
　･･話しやすい 環境  
　　それまでの日常とこれから の日常 

地域のつながり  
　･･感じていることを話す  



2011.3.11　東日本大震災震  

13年前 (～現在進行形） の 

災害時の保健活動  

に学ぶ



2011年3月11日 14時46分 
東日本大震災 発生  

出典（復興庁：復興の現状と今後の取組）  
https://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat1/sub-cat1-1/20131029113414.html  

◆陸前高田市航空図  
 ・佐々木、1年前まで保健師として勤務  
 　⇒発災5日目～108ヶ月（9年）連続通い続ける  

（作成：佐々木）  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◆被害戸数
　全壊　　　　　      　　3,807戸
　大規模半壊・半壊  　 240戸
　一部損壊　　            3,987戸
　　　　計　                   8,034戸
　　　　　　　　　　（全世帯の99.5％）

◆人的被害　
　死亡者数（関連死 49名含）1,606
人   　　　　
　行方不明者数（死亡届有）

　　　　　　　　　　　   201人（199人）
　　　　　計　　　　　　　　　 1,808人
　　　　　　　　　　（全人口の7.5％）

　発災時住基人口    24,246人

浸水　約1,300
ｈａ

浸水高15.8ｍ

至盛岡市

至一関市

浸水高17.6ｍ

浸水高9.6ｍ

浸水高14.1ｍ

浸水高15.5ｍ

36
市民の１３人に１人を失う  

R6.3.31（住基台帳）  

17,452名 （6,794名減）  
震災後13年で28.0%減  

（それ以前1960年⇒2010年の50年で26.8％減）

◆陸前高田市の被害状
況

（作成：佐々木）  



2011.3.30(被災19日目)  陸前高田市内各地域（8町）支援体制図

◆最大80箇所以上 
　16,000名 ～が避難生活 

（作成：佐々木）  



変わりゆく住まい方 (地域の形･デザイン) 、人と人とのつながり

（作成：佐々木、陸前高田市公開分含む）   ※岩手県：2020年12月 （被災から7年9ヶ月） に災害公営住宅203箇所、5,833戸が完成  



応急仮設住宅は「応急仮設」にはならない!?  

 ･･陸前高田市⇒最大2,100戸の解消まで 10年 (2021年3月)  

出典（岩手県：いわて復興インデックス）  
https://www.pref.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/002/365/index060
5_2.pdf  

◆岩手県の応急仮設住宅入居戸数推移

出典（復興庁：復興の現状と今後の取組）  
https://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat1/su
b-cat1-1/20131029113414.html  

◆人の健康に影響を与える 環境 
　（ハード面のデザインを考慮）



被災者の生活環境の変化(移動)に対応した  
地域とのつながりや 「居場所」 づくり  

出典（医学界新聞：東日本大震災被災者の健康調査から見えてくること）  
https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2012/PA02969_02  

◆移動回数が多い ほど心の健康度に影響を与える  
 

・心の健康度を示すK6の得点と震災後の住居移動
回数との関連を見ると，移動回数が多いほど得点が
高くなっており，度重なる移動が心の健康に大きく
影響を与えている 結果となった。 
 

・PTSDの評価尺度となる震災の記憶について調査し
た結果では，「思い出したくないのにそのことを思い
出したり夢に見る」は26.1％，「思い出すとひどく気持
ちが動揺する」が28.0％，「思い出すとからだの反応
が起きる」が8.1％でみられた。震災の記憶について
もK6と同様，住居の移動回数および経済状況と密
接な関連がみられた。 

出典（菅原由美、遠又靖丈、辻一郎：東日本大震災の被災者における転
居の範囲と健康状態との関連.厚生の指標.66(11).2019）  
https://www.hws-kyokai.or.jp/images/ronbun/all/201909-03.pdf
https://www.pbhealth.med.tohoku.ac.jp/archive/publication/pdf/2019/201
9_9.pdf

 

◆被災後に 地区外に転居 した者は 
睡眠障害のリスクが高い



能登半島地震はじめ、これからの災害後に向けて  
GISを用いた 保健活動の可能性  
◆能登半島地震のこれから

出典（内閣府：令和6年版防災白書）  
https://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/r6.html  

◆GISを用いた（融合した）これからの保健活動

各団体との 対話 
住民との対話  

　･･繰り返しの移動を  
　余儀なくされる 住民 
　を主語とした対話  

1次⇒1.5次  
⇒2次避難所  
⇒応急仮設住宅  
⇒災害復興公営住
宅 
⇒自主再建･･･   自宅は使えない、再建は難しい  

みんなそうだろう･･･


